
 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 単元名 
 He can bake bread well. 「山梨県の有名人を紹介しよう」  

（NEW HORISON Elementary 5 Unit4） 
 

２ 「CAN-DO リスト」の形での学習到達目標（第５学年） 

聞くこと 話すこと［やり取り］ 

ゆっくりはっきりと話されれば、日常生活に
関する身近で簡単な事柄について、具体的な
情報を聞き取ることができる。 

自分や相手のこと及び身の回りの物に関する事柄に
ついて、簡単な語句や基本的な表現を用いてその場
で質問に答えたりして、伝え合うことができる。 

関係する領域別目標：聞くことイ、話すこと［やり取り］ウ 

 

３ 単元の目標 
山梨県の有名人についてよく知ってもらったりよく知ったりするために、その人のできること

などについて、具体的な情報を聞き取ったり、伝え合ったりすることができる。また、アルファ
ベットの活字体の大文字・小文字を書くことができる。※なお、本単元における「書くこと」に
ついては目標に向けて指導は行うが、本単元内で記録に残す評価は行わない。  

 

４ 単元の評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に 

取り組む態度 

 ＜知識＞ 
I / You / He / She can～.Can you ～.  
Who is ～？This is ～.およびその関連語句
などについて、理解している。 
＜技能＞ 
自分や身近な人のできることなどについて、
聞き取る技能を身につけている。 

相手のことをよく知
るために地域に住む
身近な人のできるこ
となどについて、具体
的な情報を聞き取っ
ている。 

相手のことをよく知
るに地域に住む身近
な人のできることな
どについて、具体的な
情報を聞き取ろうと
している。 

 ＜知識＞ 
I / You / He / She can～.Can you ～.  
Who is ～？This is ～.およびその関連語句
などについて、理解している。 
＜技能＞ 
地域に住む身近な人のできることなどについ
て、 I / You / He / She can～.Can you 
～. Who is ～？This is ～.およびその関連
語句などを用いて、考えや気持ちなどを伝え
合う技能を身に付けている。 

自分のことを伝え、相
手のことをよく知る
ために山梨県の有名
人のできることなど
について、簡単な語句
や基本的な表現を用
いて、伝え合ってい
る。 

自分のことを伝え、相
手のことをよく知る
ために山梨県の有名
人のできることなど
について、簡単な語句
や基本的な表現を用
いて、伝え合おうとし
ている。 

〈ＩＣＴ活用のポイント〉  
①「山梨県の有名人について伝え合おう」という単元のゴールに向けて、教師が事前
に探したいくつかのサイトや画像を学習支援ソフトで共有し、児童一人一人の発表
時の提示資料として活用する。 

②単元終末の「やり取り」のパフォーマンスの様子を、３人１組のグループで撮影し
合い、自己評価や相互評価、教師の記録に残す評価に活用する。 

③表計算ソフトで作成した振り返りカードを活用することで、効率的に学習の振り返
りをする。 

聞
く
こ
と 

話
す
こ
と 

ＩＣＴ活用事例 B1（個に応じた学習） B2（調査活動） 

小学校５年・外国語科 
He can bake bread well.「山梨県の有名人を紹介しよう」 

使用機器：１人１台端末  

使用アプリ：カメラ機能、学習支援ソフト、表計算ソフト 

［
や
り
取
り
］ 



 

 

５ 単元の指導と評価の計画（全 7 時間） 

時 目標 主な活動（・） 
誌面化されている活動（【 】） 

主な評価観点 
＜聞＞聞くこと 
＜や＞話すこと［やり取り］ 

評価方法 

知技 思判表 主 

第１時 身近な人ので
きることなど
についてのや
り取りのおお
よその内容を
理解する。 

【Sounds and letter】 
【Let’s Sing】 ・Small talk 
・Words 動作【Starting out】 

    

第２時 【Sounds and letter】 
【Let’s Sing】 ・Words 建物 
【Let’s watch and think】 

    

第３時 自分や身近な
人のできる・
できないこと
を尋ね合う。 

【Sounds and letter】 
【Let’s Sing 】【Let’s Chant】 
・Small talk ・Words 楽器 
【Let’s listen1】【Let’s try2】 

    

第４時 “He/She” や
”can” を使っ
て紹介する表
現 を 学 習 す
る。 

【Sounds and letter】 
【Let’s Sing】【Let’s Chant】 
・Words 家族・人 
【Let’s listen2】 
【Let’s try3.4】 

〇 
＜聞＞ 
 

  ・観察 
・ワーク
シート 

第５時 地域の有名人
に つ い て 調
べ、紹介する
文を書く。 

【Sounds and letter】 
【Let’s Sing】【Let’s Chant】 
・Small talk 
・やり取りの準備 
①デモンストレーション 
②調べる③３文を書く④練習 

    

第６時 資料を見せな
がら、地域の
有名人につい
て伝え合う。 
 

【Sounds and letter】 
【Let’s Sing】【Let’s Chant】 
【Step3】 

 〇 
＜聞＞ 
＜や＞ 

〇 
＜聞＞ 
＜や＞ 

・観察 
・振り返
りカード 

第７時 

本時 

【Let’s Sing】 
・Small Talk 
【Step3】 
・撮影 

○ 
＜や＞ 

〇 
＜や＞ 

〇 
＜や＞ 

・動画 
・振り返
りカード 

 
６ 本時の学習 
（１）目標 山梨県の有名人についてよく知ってもらったりよく知ったりするために、その人ので
      きることなどについて、伝え合うことができる。 
（２）展開 
時 
間 

児童の活動 指導者の活動 
指導上の留意点 

◎評価規準（評価方法） 
2 
2 
 

1 

〇あいさつ 
〇【Let’s sing】 
・This is my town.を歌う。 
○めあてを確認する。 
 
 

・気分や日付などについて聞く。 
 
・教師用デジタル教材を使って音楽
を流す。 

 

 

5 
 
 
 
 
 

20 
 
 
 
 
 
 
 

○Small Talk 
・パフォーマンスにつながる
表現を教師とやり取りする
ことを通して、学習活動の見
通しをもつ。 

 
○【Step3】 
・ローテーションをしながら、
選んだ有名人についてぺア
になった相手に紹介したり、
質問したりする。 

 
 
 

・Please look at this picture. 
  This is ～. He(She) is ～. 
  He(She) can ～.の表現を中心に、
教師が紹介したい人について、児
童とやり取りをする。 

 
 
・話し手には、準備した画像を使い、
相手の反応を見ながらくわしく話
すことを意識させる。 

 
・聞き手には、Sounds good.や I see.
など話の内容に応じたリアクショ
ンや、聞き返しを意識させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山梨県の有名人について伝え合おう。 

目標に向けて
指導を行うが、
記録に残す評
価は行わない。 

目標に向けて
指導を行うが、
記録に残す評
価は行わない。 

ICT 活用場面① 
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＜予想される児童のやり取り＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ローテーショントークを終
え、活動を振り返る。 

 
 
 
〇やり取りの撮影 
・振り返りをもとに、やり取り
のポイントについて意識し
しながら、３人組で有名人に
ついて伝え合う。 

 S1：聞き手 S2：話し手 
 S3：撮影 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

・児童の様子を見ながら、中間指導
を行い、全体で共有する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎本単元の言語材料
を用いて、考えや
気持ちなどを伝え
合うことができ
る。（行動観察・
動画） 

 
◎山梨県の有名人に
ついてよく知って
もらったりよく知
ったりするため
に、その人のでき
ることなどについ
て、伝え合ってい
る。（行動観察・
動画） 

 
◎山梨県の有名人に
ついてよく知って
もらったりよく知
ったりするため
に、その人のでき
ることなどについ
て、伝え合おうと
している。（行動
観察・動画） 

5 〇振り返り 
・１人１台端末にある表計算ソ
フトに、本時の振り返りと学
習感想を記入する。 

○あいさつ 

 
・机間巡視をしながら、記入の観点
を示したり支援を行ったりする。 

 

 

 

（３）評価 

話すこと［やり取り］のルーブリック 

 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

a 単元で学習した基本表現を使
って正確に、山梨県の有名人
のできることなどについて話
している。 

相手の反応を見ながら、山梨
県の有名人について説明した
り、その場に応じたリアクシ
ョンを取りながら聞いたりし
ている。 

相手の反応を見ながら、山梨
県の有名人について説明した
り、その場に応じたリアクシ
ョンを取りながら聞いたりし
ようとしている。 

b 誤りが一部あるが、コミュニ
ケーションに支障がない程度
に、山梨県の有名人のできる
ことなどについて話してい
る。 

山梨県の有名人について説明
したり、その場に応じたリア
クションを取りながら聞いた
りしている。 

山梨県の有名人について説明
したり、その場に応じたリア
クションを取りながら聞いた
りしようとしている。 

c 「b」を満たしていない。 
 
→改善点について振り返りシ
ートに記入したり、個別支援
を行ったりする。 

「b」を満たしていない。 
 
→改善点について振り返りシ
ートに記入したり、個別支援
を行ったりする。 

「b」を満たしていない。 
 
→改善点について振り返りシ
ートに記入したり、個別支援
を行ったりする。 

S1 : Hello, ～.          S2 : Hello, ～. 

S1 : Please look at this picture.  S2 : Who is this? 

S1 : This is ～.                  S2 : Who is ～? 

S1 : He(She) is ～. 

   He(She) can ～.     S2 : I see. / Really? / Sounds good. 

S1 : Thank you.                 S2 : You’re welcome. 

 ・外側の児童が時計
回りに一つずつ回
る。 

・１０分ほど経った
ら，外側と内側で
交代する。 

言語面 
・英語で表現したいが、言い方が
わからなかった表現 

内容面 
・自分の紹介したい有名人をより
わかりやすく伝える工夫をして
いるか。 

・相手の紹介の内容に応じて、質
問したり、リアクションをした
りしているか。 

ICT 活用場面② 

ICT 活用場面③ 



 

 

７ ＩＣＴの効果的な活用について 

①調べ学習 

他教科で行った調べ学習等の様子から、全て最初から児童が Web 検索をすると、情報量が多く

目的に応じた情報を得るまでに時間を要し、興味を持てない児童が出ることが予想された。そこ

で、教師が候補としてピックアップしたいくつか

の URL や画像を学習支援ソフトで共有し、その中

から自分が紹介したい有名人を選ばせるという方

法にした。検索や画像保存の時間を短縮すること

で、単元終末の「山梨県の有名人について伝え合

おう」という活動に向けて、繰り返し言語活動を

行う時間を取ることができた。また、児童が見て

いるサイトやページを教師が把握できるという点

もよかった。 

 

②やり取りの撮影 

単元終末に、自分が調べた山梨県の有名人について、友だちと伝え合う活動を設定し、その様

子をグループで撮影させた。また、有名人について説明をする際には、１人１台端末に保存した

画像を活用させるようにした。パフォーマンスの動画撮影は、教師の前でやり取りをさせるより

も緊張感が少ないこと、記録に残す評価として使うことができること、児童同士で動画を見なが

ら何度もチャレンジできるといった点で非常に効果的だった。また、３人１組を作り、１人が撮

影、２人がやり取りとすることで、やり取りに集中させる環境を作ることもできた。一方で、１

人で行うスピーチや発表と異なり、２人を映すために少し距離を取る必要があり、音声を拾いづ

らかったり雑音が入ったりしてし

まうことがあった。静かな部屋で

の撮影やマイクの使用など、撮影

をする環境を整えることも必要に

なると感じた。 

 

③振り返りカード 

毎時間、授業の最後に記入する振り返りカードを、表計算ソフトで作成し児童に打ち込ませた。

教員の負担軽減の視点から、プリント配付・回収の時間を短縮する、毎回のチェックや採点がしや

すいといったメリットがあった。また、手書きよりも記述量が増えたり、内容に深まりが見られた

りする児童が多く、児童への意欲付けという視点でもよさを感

じることができた。一方で、タイピングの技術が十分身に付い

ていない児童にとっては、かえって負担になってしまうことが

あった。そのためタイピングについては今後も継続的に、外国

語の授業以外にも、タイピングゲームなどを活用しながら練習

に取り組む必要があると感じた。 


